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尺八とは 
日本の伝統的な吹奏楽器. 
真竹を職人が手作業て製作する. 
湿度の変化で縦に裂けやすい.

研究目的 
尺八の正確な形状をX線CTでディジタル化して，文化財へ
の予期せぬ被害に備える． 
もしもの時に形状データから3Dプリンタで復元できる技
術を確立する． 
重要文化財に指定されている尺八を3Dプリンタで複製す
ることで，いにしえの音色を聴けるようにする．

研究背景 
文化財が想定外の自然災害や紛争によって被害を受ける可
能性がある． 
国宝・重要文化財の尺八のように歴史的価値が高すぎる
故に演奏が困難なものがある． 
音響学的には尺八の音色は材質に依存しない．

3Dプリンタでの出力

尺八のX線CTによる断層画像 
(2000枚ぐらい撮影する)

下管 上管

実際に復元した尺八

オリジナルの尺八 3Dプリンタによる尺八の復元手順

期待される効果 
文化財の保護に役立つ． 
奈良時代の尺八の音色が実際に聴けるようになれば，純邦
楽に関する研究および芸術文化への貢献が期待できる．

実在する尺八の復元実験

尺八演奏家による評価

音色・放射特性など
音響特性の評価
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